




















■日程  2006年11月11日(土)12時開始 17時終了 
■場所  京都大学経済学部大会議室(時計台キャンパス総合研究棟2階) 




京都大学経済学部 教授      塩地 洋   自動車産業の発展戦略と制約条件 
         ――民族系メーカーを中心に―― 
元本田技研工業中国業務室 主幹   山口安彦  産業政策と五カ年計画の指向するところ 
         ――「自主創新」への流れをたどる―― 
京都大学大学院経済学研究科博士課程 李 澤建   奇瑞と吉利の車種開発戦略 
現代文化研究所中国研究室 主任研究員 廖 静南   外資合弁系･民族系乗用車メーカーの競争力
比較分析        ――補完関係から競合関係になるか―― 
J.D.パワー･アジアパシフィック   木本 卓   ＶＯＣ視点から見る車両品質の現状 
部長 J.D.パワーシンガポール事務所  ――ＩＱＳ(初期品質調査)からのインプリケーション―― 
東京大学社会科学研究所 教授 丸川知雄  サプライヤー関係から見た民族系メーカーの競争力 
大阪商業大学総合経営学部 助教授 孫飛舟    奇瑞と吉利の流通ネットワーク戦略 
［終了後懇親会］ 
■ 参加希望者は以下に連絡ください。 






- 国際協力銀行（JBIC）との共同調査結果を北京でフィードバック – 





















関係者約 140 名が参加し、その模様は NHK、新華社等で報じられています。 
京都大学としても、このように、日中両国間の関係において重要度を増している環境問題に関して、日
本の貢献度を学術的な立場から明らかにし、世に問うことが出来た意義は大きいものと思われます。 
